
平成２７年９月１日

　

【工事事故（速報）発生状況】 （H27.８.31現在）

平成27年度（今年度）

平成26年度（昨年度）

注1）上記は、関東地方整備局管内の工事事故発生件数（速報）を示す。
注2）「8月発生件数」は、8/1～8/31の間に起きた件数。（月毎分）
注3）「累計件数」は、4/1～3/31の間に起きた件数。（累計分）
注4）「死亡者数」・「負傷者数」は、4/1～3/31の累計人数を示す。
注5）平成27年度の数字は「速報」であり、審査の結果、「不問」になる可能性がある。

●工事事故件数
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工事事故（速報）の情報提供について

　工事の安全管理には、日頃から万全を期していただいているところでありますが、こ
の度、残念ながら別紙に示す工事事故が発生しました。
  各事務（管理）所の工事現場において、このような工事事故が再び発生することのな
いように工事事故概要を皆様にお知らせいたします。
　本資料を活用し、受注者を適切にご指導頂き、再発防止に努めて頂きますようお願
いいたします。
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●平成２７年度　工事事故発生状況（発生形態別）

（参考）工事事故のうち、「「その他公衆損害」における車両管理業務等の車両の自損事故」を除く事故件数
　　（車両管理業務等の車両の自損事故を除いた工事事故件数）

平成23年度 累計
(月毎)

平成24年度 累計
(月毎)

平成25年度 累計
(月毎)

平成26年度 累計
(月毎)

平成27年度 累計
(月毎)

■問合せ先：企画部　技術調査課  遠藤・古賀　　（TEL　０４８－６００－１３３２）
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架空線・標識等損傷

地下埋設物件損傷

第三者の負傷・第三
者車両に対する損害
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発生形態

建設機械の稼働に
関連した人身事故

部材の加工作業等
により自らを負傷

資機材等の落下や下敷
きで負傷

墜落

準備作業、測量調査業
務等における人身事故
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‥Ｈ２７年度重点的安全対策項目 



別紙－１
発生日時 平成 27 年 8 月 18 日 （ 火 ） 9 時 5 分
工事情報
被災の状況

事故概要 路体盛土を行うため、背の高い雑草をバックホウのバケットですくい取った際、上空のNTT
ケーブルを切断したもの。

道路系事務所　　一般土木工事
性別 年齢 職種 被災の程度

- - - ＮＴＴ光ケーブル切断

公衆損害－架空線・標識等損傷 

事故発生状況 事故発生状況 

・BOXカルバート周りの路体盛土を行うため、バックホウ（0.7㎥）を現地に搬入後、バックホウ

オペレータが県道に隣接する箇所に生えていた背の高い雑草をバケットですくい取った際、

ブームを上空のNTTケーブルに接触、光ケーブルを切断したもの。 

・作業予定外の作業であった。 

・本工事に入る準備段階でのぼり・三角旗等の架空線に対する安全対策は実施していなかっ

た。（人員配置もなし。） 

【事故発生原因】 
・施工範囲外について作業を実施した（施工範

囲外であるため、架空線に対する安全対策が

未実施であった。） 

など     

【事故防止のポイント】 
・不安全行動をさせない等の周知・指導の

徹底不足。 

・予定外作業が必要になった場合は、計画

を立て、適切に安全対策を講じる。 

  など 

表土はぎ箇所 

BH 

ケーブル 

出入り口の雑草を撤去していたところ架空線に接触（作業予定外） 



別紙－２
発生日時 平成 27 年 8 月 19 日 （ 水 ） 15 時 40 分
工事情報
被災の状況 職種 被災の程度

－ 距離杭を破損－ －
事故概要

次の作業現場にハンドガイド式除草機にて（作動させながら）移動中、距離杭を破損

河川系事務所　　維持修繕工事
性別 年齢

公衆損害－その他公衆損害 

事故発生状況 事故発生状況 

【事故発生原因】 
・施工範囲外について作業を実施した（施

工範囲外であるため、既設構造物に対す

る事前調査不足であった） 

  など  

【事故防止のポイント】 
・不安全行動をさせない等の周知・指導の徹

底不足 

 

など  

・除草工において、次の除草作業現場へハンドガイド式草刈り機にて移動中に距離杭を損傷。 

 

・施工範囲外の箇所を除草していた。 

 

・施工体制範囲外であるため、事前調査及び安全対策はを実施していなかった。 

次の除草箇所へ除草をし

ながら移動中、距離杭を

破損 
（施工範囲外） 

移動不可能であるため、迂回（青矢印方

向へは行けないため、赤矢印で移動） 

被害状況① 被害状況② 



別紙－３
発生日時 平成 27 年 8 月 24 日 （ 月 ） 9 時 55 分
工事情報
被災の状況

道路系事務所　　一般土木工事
性別 年齢 職種 被災の程度
－ － － 照明灯用架空線切断

事故概要 土砂を採取する公園内において次工事の為に、ＢＨへの燃料給油（準備工時）を実施し、ＢＨ
が仮置き場所へ戻る時に電線に接触、消防訓練用の仮設の配電ケーブルを切断したもの

事故発生状況 事故発生状況 

【事故発生原因】 
・架空線に対する安全対策不足 
  など 
  

・準備工（重機搬入等）において、BHに給油し、仮置き場に移動している際に公
園内の照明灯用架空線を切断 
・給油前に架線があることは認識していたが、給油後に失念していた。 
・作業当時、架空線に対する安全対策は実施していない。 
 

公衆損害－架空線・標識等損傷 

【事故防止のポイント】 
・事前確認及び周知・指導の徹底不足 
など  

BH給油箇所 BH仮置箇所 

接触 

架空線 
BHを給油箇所から、仮置き

場に移動させていた。 


	改善案

